
付紙様式第２

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

26年度 27年度 28年度 29年度
30年度
(29からの

繰越分含む)
計

円 円 円 円 円 円

4,072,680 0 0 11,833,000 15,642,200 31,547,880

交付金額 4,000,000 0 0 11,000,000 14,539,000 29,539,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

 事業完了後、地域住民にアンケート調査を実施したところ、９割以上の方から生活
の利便性が向上したとの回答が得られ、事業の効果を確認することができた。

 また、工事看板及び広報紙に防衛省の特定防衛施設周辺整備調整交付金事業で実施
されている旨を記載し、周知を行った。

なし

なし

事　　　業　　　評　　　価　　　書

事 業 費 及び 交 付 金 額 事業費

　日出生台演習場関連公共用施設（交通施設：無田硫黄山線）整備事業

　九重町長

　大分県玖珠郡九重町大字田野

　本路線は、須久保、吉部、旭地区を通り地区住民の重要な生活道として利
用しているが、視距が悪く車両の通行に支障を来たしている。
　
　このため、視距の悪い延長223.5m区間の拡幅工事を実施し、道路整備を行
うことで交通の円滑化と住民の利便性の向上を図ることを目的とした。

測量設計　延長Ｌ=223.5ｍ、幅員Ｗ=4.0ｍ （平成26年度）
道路改良工事　延長Ｌ=223.5ｍ、幅員Ｗ＝4.0ｍ（平成29年度）

平成26年度～平成30年度



付紙様式第２

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終
期

３０年度 計

円 円

231,483,960 231,483,960

交付金額 45,498,000 45,498,000

補助事業の成果及び評
価並びに地域住民への
周知の実施状況

事業の改善措置及び今
後の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

なし

なし

平成30年度

事業費及び交付金額

　施設管理者より、「玄関が南向きで、入ってすぐの交流スペースは
天井を高くとり採光しているため、開放的で明るい印象を来館者に与
えており、幅広い年齢層の地域住民に快適に利用していただける場
所となった。
　また、各会議室も広さや明るさ共に使いやすくなり好評である」との
報告を受け、住民の利便性に供することができた。

　地元住民への説明会や協議の際の口頭での周知、九重町の広報
誌への掲載(6月号)、建物への記載を行った。

事業費

公民館（A=566.37㎡）の設計及び新築工事

事　　　業　　　評　　　価　　　書

日出生台演習場関連公共施設(教育文化施設：東飯田公民館)整
備事業

九重町長

大分県玖珠郡九重町大字恵良945-1

　旧東飯田公民館は、昭和５１年３月に完成し築４２年が経過。老朽
化が進み、また、３階建ての当該施設は大会議室が３階にありエレ
ベーターもないため利用者が不便を感じていた。

　新しい施設においては、多様化する利用形態に対応すべく、効率
的且つ快適に利用できるよう平屋建てでバリアフリー等の対策をとり、
地域コミュニティや子育て支援の拠点として整備し利用の促進を図
る。



付紙様式第２

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終
期

平成
２９

年度

令和
３０

年度

令和
１

年度

令和
２

年度
計

円 円 円 円 円

- 301,499 301,499

交付金額 28,000,000 0 28,000,000

市町村費等 0 0 0

運用益 28,001 28,001

計 28,000,000 28,001 28,028,001

200,000 200,000

28,000,000 27,828,001

補助事業の成果及び評
価並びに地域住民への
周知の実施状況

事業の改善措置及び今
後の対応

事業の評価に際しての
第三者機関の活用の有
無

園児送迎バス運営経費負担

事　　　業　　　評　　　価　　　書

日出生台演習場関連特定事業
（教育、スポーツ及び文化に関する事業：九重町園児送迎バス運営基金）

九重町長

ここのえみつばこども園（九重町大字後野上８番地の１）

　ここのえみつばこども園は、町内３地区（東飯田・野上・南山田）の３つの保育園
と３つの幼稚園を統合して、幼保連携型認定こども園として平成２８年４月に開園
した。

　このこども園に通う園児の通園方法について、園児送迎バスにより送迎を行って
おり、創設した運営基金を活用し、安心かつ安全な通園支援を継続的に行ってい
くことを目標とする。

　常時、運行日誌等により確認を行っているが、事故や不具合もなく、園児送迎に
際し安全かつ安心な通園支援が実現している。
 
   地域住民への周知等については、本事業は防衛省特定防衛施設周辺整備調
整交付金を原資とする基金により運営されている事を町広報により周知している。

なし

なし

平成29年度～令和5年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額

事業費

基
金
造
成
額

基金処分額

基金残額


